
    

 

 

 

 

 
第２次三沢市環境基本計画 

 
前期実施計画 

2019.4 － 2024.3 

 

 

 

 

 

 

 

  三 沢 市 

 

 



◇第２次三沢市環境基本計画策定の背景及び主旨 

 

 １ 計画策定の背景 

 

  将来を見据えた街づくりを推進するうえで、環境問題は避けてとおること

のできない問題です。近年、従来の都市・生活型の公害に加え、生活排水に

よる河川の水質汚濁、ごみの排出量増大に伴う廃棄物処理、フロン排出によ

るオゾン層の破壊や、これに伴う地球温暖化など、地球規模での環境問題が

大きく取り上げられています。このことから、私たち人間一人ひとりが加害

者であり被害者でもあるという、複雑に絡み合った現状を全ての人々が認識

することが重要になってきています。他方、より豊かな生活環境の実現に向

けて、身近な自然とのふれあいや快適環境の創造を求める市民のニーズも

年々高まりをみせております。このような時代背景を踏まえ、当市では、平

成１１年１１月に「三沢市環境基本条例」を施行するとともに、平成２０年

３月には「三沢市環境基本計画」を策定して各種環境施策を展開して参りま

した。しかしながら、この計画が平成２９年度をもって期間満了となったこ

と、更に、平成３０年３月に「第二次三沢市総合振興計画」が策定されたこ

とから、これらの上位計画等との整合性を図りつつ、市、市民及び事業者の

協働のもとに良好な環境を保全していくため環境施策の基本方針となる「第

２次三沢市環境基本計画」を策定するものです。 

 

 ２ 計画策定の主旨 

 

  当市は、洋々たる大海原と緑豊かな美しい大地、清らかな水、澄みわたる

青空など、豊かな自然の恩恵のもとで、先人の築き上げた歴史と文化遺産を

受け継いできました。このような優れた環境は、市民の共有の財産であると

ともに、心のふるさとでもあることから、適正な施策をもって守り、活かし

ていく必要があります。また、環境は、生態系が微妙な均衡を保つことによ

って成り立っているという認識のもと、環境を健全で恵み豊かなものとして

維持し、市民が健康で安全かつ文化的な生活を享受できる良好な環境を保全

していくことが肝要であります。しかしながら、現状では環境への配慮を欠

いた物質的な豊かさや利便性の追求によって、自然破壊や環境汚染は、地域

的なものから地球規模へと拡大し、このまま推移すれば人類の生存基盤さえ

脅かされることになりかねません。このようなことから、私たちは、あらゆ

る活動において環境に配慮して行動することを決意し、当市の良好な環境を

保全して参りたいと考えます。 

 

 

 

 ― １ ― 
 



◇ 第２次三沢市環境基本計画に掲げる環境の将来像 

 

 １ 将来像 

 

  良好な環境を保全・創造していくうえで、新たな認識のもと先人達が守り

育ててきた緑豊かな自然環境、歴史及び文化を将来に引き継ぐことは、現代

を生きる我々の責務であり、市、市民及び事業者がお互いに協働して未来に

向けて環境施策を総合的に推進していかなければなりません。このような考

えから、当市が目指す環境の将来像を次のように設定します。 

 

 

 

  三沢市が目指す環境の将来像を 
 

 

 

 

 

 

 
 

とします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ― ２ ― 
 

手をたずさえ 未来につなごう 

自然と調和・共生する街 みさわ  

 



 ２ 基本目標 

 

  環境問題について、当市が取り組む施策等における市の役割や、市民及び

事業者が自主的に取り組む役割の基本的な考え方を示すものです。市、市民

及び事業者の協働により、当市が目指す環境の将来像「手をたずさえ 未来

につなごう 自然と調和・共生する街 みさわ」を実現するため、次の４点

を基本目標として掲げます。 

 

 

 

 

 

   Ⅰ．安全で安心して暮らせる街づくり  
    大気、水環境を保全し、騒音・振動及び悪臭などを軽減させ、健康  

   で不安を感じることのない生活ができるよう「生活環境の保全」に努 

   めます。 

 

   Ⅱ．快適で心豊かに暮らせる街づくり  

    環境に配慮した街づくりを進め、住みよさを実感できるよう「快適 

環境の保全」に努めます。 

 

   Ⅲ．人と自然が共生する街づくり  
    自然が人々にもたらす心の安らぎなど、様々な恩恵を将来にわたり 

良好な状態で継承できるよう「自然環境の保全」に努めます。 

 

   Ⅳ．地球環境にやさしい街づくり  
    環境教育の普及啓発を図り、「大量生産・大量消費・大量廃棄」の 

社会経済システムから循環型社会へと移行するよう「地球環境の保全」 

に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
― ３ ― 

 

基 本 目 標 



３ 計画の対象となる環境の範囲 

 

  本計画の対象となる環境の範囲は、基本目標ごとに次のとおりとします。

また、対象地域は、三沢市全域とします。 

 

 Ⅰ．安全で安心して暮らせる街づくり 

  大気環境、河川等水質、生活排水、地下水、騒音・振動、悪臭、公害苦情 

 

 Ⅱ．快適で心豊かに暮らせる街づくり 

  都市景観、上水道、環境美化 

 

 Ⅲ．人と自然が共生する街づくり 

  動植物、緑、水辺、農地、人と自然のふれあい 

 

 Ⅳ．地球環境にやさしい街づくり 

  廃棄物、地球温暖化、環境教育・環境学習 

 

 ４ 計画の構成及び計画期間 

 

  

 

 

 

  本計画の期間は、２０１９年４月から２０２９年３月までの１０年間とし、

社会情勢等の変化を踏まえ、必要に応じて、随時個別施策の改善を行います。 

なお、社会情勢等の変化を踏まえた年度毎の個別施策の改善はもちろんです

が、個別施策の検証方法や目標設定等については、前期５年及び後期５年の期 

間で実施計画を策定し、的確に環境課題を捉えることにより、より現実に即し

た計画推進を図ることとします。 

 

計画期間 ２０１９年４月から２０２９年３月まで 

将 来 像 

（基本目標） 

          

個別施策 

（事務事業） 

          

 

  

 

 
 

「手をたずさえ 未来につなごう 自然と調和・共生する街 みさわ」の実現 

前期実施計画（2019.4－2024.3） 後期実施計画（2024.4－2029.3） 

基本計画 

随時改善 随時改善 随時改善 随時改善 

― ４ ― 
 

随時改善 

三沢市が目指す環境の
将来像を実現するため
の具体的な施策等を示
します。 
策 

実施計画 

基本計画を実現するた 
めの具体的な事務事業
及び進捗管理方法等を
示します。 



５ 計画（施策）体系 

手をたずさえ 未来につなごう 自然と調和・共生する街 みさわ 

基本目標 環境範囲 個別施策 担 当 課 

Ⅰ．安全で安心して暮らせる街づくり １ 大気環境 （１）大気環境の保全 環境衛生課 

（２）事業所等の監視・調査 環境衛生課 

（３）野焼き対策 環境衛生課 

２ 河川等水質 （１）水質汚濁の監視・調査 環境衛生課 

（２）事業所等の監視・調査 環境衛生課 

３ 生活排水 （１）下水道整備 下水道課 

（２）農業集落排水の加入促進 下水道課 

（３）合併処理浄化槽の普及 環境衛生課 

４ 地下水 （１）地下水の監視・調査 環境衛生課 

５ 騒音・振動 （１）騒音発生の抑止対策 環境衛生課・基地渉外課 

（２）振動発生の抑止対策 環境衛生課 

６ 悪臭 （１）悪臭発生状況の監視・調査 環境衛生課 

（２）事業所等の悪臭対策 環境衛生課 

（３）家畜排泄物処理対策 農政課 

７ 公害苦情 （１）公害苦情の適正処理 環境衛生課 

Ⅱ．快適で心豊かに暮らせる街づくり １ 都市景観 （１）公園管理 都市整備課 

２ 上水道 （１）良質な水道水の安定供給 水道課 

３ 環境美化 （１）不法投棄の監視・調査及び啓発活動 清掃センター 

（２）環境美化活動 清掃センター 

（３）花いっぱい運動 広報広聴課 

Ⅲ．人と自然が共生する街づくり １ 動植物 （１）希少野生動植物種の生息地保全 環境衛生課 

２ 緑 （１）緑地及び樹木の保全と創出 都市整備課 

３ 水辺 （１）水辺の保全 産業観光課・水産振興課 

４ 農地 （１）農地の保全と活用 農政課 

５ 人と自然のふれあい （１）人と自然のふれあいの場の整備 環境衛生課 

（２）自然景観の保全 環境衛生課・都市整備課 

（３）水浴場等の適正な保全 環境衛生課・産業観光課・水産振興課 

Ⅳ．地球環境にやさしい街づくり １ 廃棄物 （１）ごみの減量化とリサイクル 清掃センター 

２ 地球温暖化 （１）地球温暖化対策 環境衛生課 

３ 環境教育・環境学習 （１）環境教育・環境学習の充実と推進 環境衛生課 

―
 ５

 ―
 



◇ 計画の推進体制 

 

  本計画は、三沢市環境基本条例第７条第２項に基づくもので、当市の環境 

 施策における最も基本となる計画です。そのため関係法令等との整合性を図 

りながら、当市が抱える環境問題に対応することにより「第二次三沢市総合 

振興計画」を環境面から具現化していくものです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策推進 環境基本法（国） 環境基本計画（国） 

環境関連法令（国） 

青森県環境の保全及び
創造に関する基本条例 

施策推進 青森県環境基本計画 

三沢市環境基本条例 

反
映 

第２次三沢市環境基本計画 

施
策
推
進 

反
映 

三沢市環境審議会 庁内検討委員会 

第二次三沢市総合振興計画 

反
映 

反
映 

市が策定する環境に係る個別計画 

検
証 

提
言 

反
映 

― ６ ― 
 



◇ 計画の進捗管理 

 

  本計画に掲げた各種施策の推進を図るため、庁内検討委員会で計画の進捗

状況を検証したうえ環境審議会に報告し、提言等を受け、必要に応じて個別

施策を改善するなど、市民目線での進捗管理を行います。なお、進捗管理に

ついては、「計画（ＰＬＡＮ）」「実施（ＤＯ）」「検証（ＣＨＥＣＫ）」

「改善（ＡＣＴ）」の４つの視点による、ＰＤＣＡサイクルを通じて、継続

的に行います。 

 

【ＰＤＣＡサイクルイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ― ７ ― 
 

計画（ＰＬＡＮ） 
 

・環境基本計画の策定 

・目標や施策の策定及

び改訂等 

 

 

実施（ＤＯ） 
 

・環境基本計画に基づ

く施策や事業の実施 

・各主体の取り組み等 

 

検証（ＣＨＥＣＫ） 
 

・施策や事業の実施状

況の検証 

・年次報告書の作成と

公表等 

 

改善（ＡＣＴ） 
・施策や事業の評価又

は改善 

・新規事業の検討等 

 

 

庁内検討委員会 環境審議会 

継続的改善 
（PDCA サイクル） 



◇ 進捗管理の実施スケジュール 

 

【進捗管理に係る年度毎のスケジュール（基本的な考え方）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―
 
８

 
―

 

　　　　 年次

　主体
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

 担　当　課

 庁内

 検討委員会

 三沢市

 環境審議会

Do（計画の実施等） Do（前年度計画にPDCAを反映させた計画の実施）

Check（検証・公表等）

Act（改善等）

Check（検証・公表等）

Act（改善等）

Act（改善等） Act（改善等）

Check（検証）

Plan（計画・改定等） Plan（計画・改定等）

Check（検証）



◇ 庁内検討委員会 

 
三沢市環境基本計画庁内検討委員会規約 

 
（目的） 
第１条 三沢市の将来にわたる良好な環境の保全及び創造を図るために必要な

基本指針となる、第２次三沢市環境基本計画（以下「基本計画」という。）
の実施状況等について評価・検討を行うために、三沢市環境基本計画庁内検
討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 
（所掌事項） 
第２条 委員会は、基本計画に掲げる施策の実施にあたり各施策の推進状況等

を評価・検討を行い必要な調整を行う。 
 
（委員会の構成） 
第３条 委員会は、第２条に規定する業務を遂行するため、次に掲げる職にあ

るものによって構成することとする。 
(1) 委 員 長 市民生活部長 

 (2) 副委員長 政策部長 
 (3) 総務部長、財務部長、福祉部長、経済部長、建設部長、上下水道部長、

教育部長 
２ 委員長に事故等があるときは、副委員長がその職務を代理する。 
３ 委員会は、必要に応じて、担当課長を招集して意見を聴取することができ

る。 
 
（委員会の会議） 
第４条 委員会は、委員長が招集し会議を進行する。 
 
（幹事会の組織） 
第５条 委員会は、基本計画について、より具体的な事項を検討させるため、

次に掲げる職にあるものによって構成する幹事会を組織することができる。 
(1) 幹 事 長 環境衛生課長 

 (2) 副幹事長 政策調整課長 
 (3) 委  員 担当課長 

  
（幹事会の会議） 
第６条 幹事会は、委員長の命を受けて、幹事長が会議を招集し会議の議長と

なる。 
２ 幹事長に事故等があるときは、副幹事長がその職務を代理する。 
 
（事務局） 
第７条 委員会の庶務は、市民生活部環境衛生課において処理する。 
 
 
附則  
 この規約は、令和２年１月３０日から施行する。 
 
 
 
 
 
 
 

 ― ９ ― 
 



◇ 個別施策の評価方法 

 

  個別施策については、毎年度終了後に担当課よる評価（別紙進捗管理シー

ト参照）を行います。評価方法は「進捗管理指標」の年度毎の目標値をもと

に評価する「進捗評価」と、その個別施策の実施に伴う様々な要因を考慮し

て評価する「取組評価」の２段階評価の合計点による「総合評価」によるも

のとします。 

 

【進捗評価】 

 

 

    

 

 

 

【取組評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合評価】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

評価内容 評価点 

目標値を上回った。 3 

目標値と同じだった。 2 

目標値を下回った。 1 

評価内容 評価点 

積極的に取組んだことにより結果

につながった。 
３ 

可能な範囲で取組み、概ね妥当と

思われる結果となった。又は、積

極的に取組んだが外的要因等も影

響したことから結果につながらな

かった。 

２ 

取組みが停滞したため結果につな

がらなかった。 
１ 

評価内容 合計点 

A（目標が十分達成された） ５又は６ 

B（目標がほぼ達成された） ３又は４ 

C（目標が達成されない） ２ 

― １０ ― 
 

― １０ ― 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附 属 資 料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



個別施策ごとの進捗管理指標と目標値一覧 
 

手をたずさえ 未来につなごう 自然と調和・共生する街 みさわ 

基本目標 環境範囲 個別施策 進捗管理指標 目標値 担 当 課 

Ⅰ．安全で安心

して暮らせる

街づくり 

１ 大気環境 （１）大気環境の保全 ・環境基準（大気）の達成状況 環境基準超過１件以下／年 環境衛生課 

（２）事業所等の監視・調査 ・公害防止協定（排気）に係る基準

の達成状況 

協定基準超過０件／年 環境衛生課 

（３）野焼き対策 ・野焼きに係る原因者への指導件数 法律違反に係る指導件数０件／年 環境衛生課 

２ 河川等水質 （１）水質汚濁の監視・調査 ・環境基準（河川）の達成状況 環境基準超過２件以下／年 環境衛生課 

（２）事業所等の監視・調査 ・公害防止協定（排水）に係る基準

の達成状況 

協定基準超過２件以下／年 環境衛生課 

３ 生活排水 （１）下水道整備 ・公共下水道の普及率 ５年間で 65％から 70％へ 下水道課 

・公共下水道の水洗化率 90％／年 

（２）農業集落排水の加入促進 ・農業集落排水の加入率 ５年間で 71.2%から 81.7％へ 下水道課 

（３）合併処理浄化槽の普及 ・ホームページ等による合併処理浄

化槽の普及啓発 

２回以上／年 環境衛生課 

４ 地下水 （１）地下水の監視・調査 ・環境基準（地下水）の達成状況 環境基準超過１件以下／年 環境衛生課 

５ 騒音・振動 （１）騒音発生の抑止対策 ・環境基準（自動車騒音）の達成状 

 況 

環境基超過１件以下／年 環境衛生課・基地渉

外課 

・特殊な訓練の情報提供率 100％／年 

（２）振動発生の抑止対策 ・特定施設及び特定建設作業に係る

指導件数 

０件／年 

 

環境衛生課 

６ 悪臭 （１）悪臭発生状況の監視・調査 ・悪臭に係る原因者への指導件数 ３件以下／年 環境衛生課 

（２）事業所等の悪臭対策 ・公害防止協定（悪臭）に係る基準

の達成状況 

協定基準超過０件／年 環境衛生課 

（３）家畜排泄物処理対策 ・家畜排泄物処理に係る営農指導件

数 

０件／年 農政課 

７ 公害苦情 （１）公害苦情の適正処理 ・典型７公害に係る原因者への指導

件数 

13 件以下／年 環境衛生課 

Ⅱ．快適で心豊

かに暮らせる

街づくり 

１ 都市景観 （１）公園管理 ・年間を通しての公園の維持管理 公園施設の定期点検及び報告回数

２回／年 

都市整備課 

２ 上水道 （１）良質な水道水の安定供給 ・総管路延長に対する耐震管延長の

割合 

５年間で 39.9％から 45.9％へ 水道課 

３ 環境美化 （１）不法投棄の監視・調査及び啓発活動 ・不法投棄による土壌汚染事故発生

件数 

０件／年 清掃センター 

（２）環境美化活動 ・クリーン大作戦の実施回数 ２回／年 清掃センター 

（３）花いっぱい運動 ・花植えボランティア団体の登録件

数 

25 団体以上／年 広報広聴課 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

Ⅲ．人と自然が

共生する街づ

くり 

１ 動植物 （１）希少野生動植物種の生息地保全 ・年間を通しての仏沼の維持管理 維持管理日数 160 日以上／年 環境衛生課 

２ 緑 （１）緑地及び樹木の保全と創出 ・年間を通しての街路樹の維持管理 街路樹等の維持管理日数 130 日

以上／年 

都市整備課 

３ 水辺 （１）水辺の保全 ・年間を通しての小川原湖の清掃活

動状況 

２回以上／年 

 

産業観光課・水産振

興課 

・年間を通してのビードルビーチの

清掃活動状況 

２回以上／年 

４ 農地 （１）農地の保全と活用 ・新規就農者の育成状況 ２人以上／年 農政課 

５ 人と自然の

ふれあい 

（１）人と自然のふれあいの場の整備 ・年間を通しての仏沼の環境整備状

況 

環境整備日数 100 日以上／年 環境衛生課 

（２）自然景観の保全 ・自然保護監視員を配置しての巡回

活動 

巡回日数 160 日以上／年 

 

環境衛生課・都市整

備課 

・青森県景観条例に基づく大規模行

為等に係る違反件数 

違反件数２件以下／年 

（３）水浴場等の適正な保全 ・水浴場の水質判定基準の適合状況

（小川原湖湖水浴場）  

水質判定「C 遊泳可」以上／年 

 

環境衛生課・産業観

光課・水産振興課 

・水浴場の水質判定基準の適合状況

（ビードルビーチ）  

水質判定「C 遊泳可」以上／年 

・小川原湖利用者の事故状況 開設期間中の事故状況０件／年 

・ビードルビーチ利用者の事故状況 開設期間中の事故状況０件／年 

Ⅳ．地球環境に

やさしい街づ

くり 

１ 廃棄物 （１）ごみの減量化とリサイクル ・ごみの資源化率 ５年間で 7％から 25％へ 清掃センター 

・一人一日あたりのごみの排出量 ５年間で 974ｇ／人・日 

２ 地球温暖化 （１）地球温暖化対策 ・ホームページ等による地球温暖化

防止に向けた啓発活動 

２回以上／年 

 

環境衛生課 

・公共施設のエネルギー使用状況 ５年間でエネルギー原単位年平均

１％以上削減 

３ 環境教育・

環境学習 

（１）環境教育・環境学習の充実と推進 ・自然観察会や環境学習会の実施状

況 

５回以上／年 環境衛生課 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個別施策に係る進捗管理シート 


